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孔大寺山系などの山々と大地に降り注いだ雨が、地下深くに浸み込み、さま
ざまな地層を通る間に自然ろ過されることで、ミネラル分を蓄えた口あたり
のやさしい地下水へと生まれ変わります。
町の水道水は、85%をこの地下水によって賄っているため、蛇口をひねれ
ばおいしい水が飲めるほか、地下水を提供する自動給水機は、多くの人に親
しまれています。
また、おいしい地下水で造られたクラフトビールや日本酒、ワインもお土産
におすすめです。

毎年、10月の第３日曜日に開催される町最大のまつりです。
精華女子高等学校吹奏楽部のマーチング、農産物や町産品などの販売、出店・
フリーマーケット・キッチンカーなど、子どもから大人まで楽しめるイベン
トが満載で、町内外から約２万人が来場しています。

雄大な玄界灘を望める景観が自慢のサイクリングロードで、心地よい潮風や
波の音を感じながら、ゆったりと走ることができます。自転車専用道でアッ
プダウンも少ないため、家族連れにも人気です。観光ステーションで自転車
をレンタルすることもできるため、気軽にお越しください。JR九州のクルー
ズトレイン「ななつ星 in 九州」などを手掛けた水戸岡鋭治さんがデザイン
した休憩施設「リンリンクラブ岡垣」も一見の価値ありです。

現代の名工、故黒瀬安光氏の手によって生まれた本格芋焼酎「焼酎岡垣」と
町特産の高倉びわを使って、令和３年に誕生しました。
芋焼酎ベースながらも、高倉びわのほんのりとした甘さとすっきりとした後
味で、焼酎が苦手な人でも飲みやすく仕上がっており、町の新たな特産品と
して愛されています。

響灘沿岸の温暖な気候で寒害を受けにくく、果物の栽培に最適な岡垣町。岡
垣町の秋を代表するフルーツとして有名なのが漢方巨峰です。漢方薬を加え
た肥料などで育ち、体に優しくしっかりとした甘みが自慢です。町内３カ所
の観光農園では、８月中旬から巨峰狩りを楽しむことができ、もぎたてのみ
ずみずしい香りと味わいを堪能できます。

100年の歳月に
磨かれた
おいしい地下水

サイクリング
ロード
遠賀宗像
自転車道

岡垣びわ酒

漢方巨峰

まつり岡垣

こ だい し



第６８回福岡県公民館大会　県公連会長挨拶

　第６８回福岡県公民館大会が、県内各地から公民館関係者をはじめ多くの皆様の御参加をい
ただき、ここ岡垣町におきまして、盛大に開催されますことを誠に嬉しく思っております。
　また、この度、地域の公民館活動における顕著な御功績に対し、福岡県公民館連合会の表彰
を受けられます皆様に、心から敬意を表しますとともに、お祝い申し上げます。
　さて、人口減少、少子高齢化、核家族化、そしてこれらを背景とした急激な社会構造の変化
により、住民同士の交流をはじめ人間関係の希薄化が進んでいることが社会的な課題となって
います。さらに、地域社会の持続可能性そのものが憂慮される状況も散見されます。
　こうした中、公民館は、誰もが気軽に立ち寄り、出会い、つどい、学び合える場として、地
域のコミュニティの拠点として、その役割の重要性がますます高まっているといえます。
　誰一人として取り残さない持続可能な地域の未来づくりのため、「つどう・まなぶ・むすぶ」
という公民館の本来の機能を生かし、様々な地域課題の解決に取り組んでいくことが、これま
で以上に求められていると考えています。
　これらのことを踏まえ、今年度の大会テーマは「ウェルビーイングの実現を支える地域コミュ
ニティの拠点としての公民館活動の在り方　～これからの人づくり・つながりづくり・地域づ
くり～」としています。関西学院大学教授、studio-L代表の山崎亮様には、テーマに沿った御
講演をいただき、事例発表では、那覇市若狭公民館長の宮城潤様にウェルビーイングの実現を
支える公民館活動の取り組みについて発表していただきます。その後のトークセッションでは、
事例発表を中心に活動のポイントを深めてまいります。本大会により、県内各公民館の活動が、
より一層充実・発展することを願っております。
　結びに、大会開催に当たり、昨年度から準備を進めていただいておりました岡垣町をはじめ、
関係各位の御配慮に心からお礼を申し上げますとともに、公民館関係者の皆様のますますの御
活躍と御健勝を祈念申し上げ、挨拶といたします。

� 令和５年８月３日

福岡県公民館連合会

会長���片 峯 　 誠
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第６８回　福岡県公民館大会開催要項

１　趣　　　旨 近年、少子・高齢化、都市化・過疎化の進行とともに、society5.0時代の到
来など、生活様式や価値観の多様化等、社会情勢が急激に変化しています。
その結果、地域の担い手不足や人間関係の希薄化などが懸念され、いかにし
て持続可能で活力ある社会を構築していくかが問われています。そのような
中で、公民館は事業を通して、多世代とのつながりや地域の連帯意識を高め
て地域づくりを進めてきました。
本大会は、県内の公民館関係者・コミュニティ施設関係者が一堂に会し、
県内外の実践の紹介や協議をとおして、ともに学び合い、公民館の機能と果
たすべき役割を再認識し、取組への意欲を向上させるとともに、今後の公民
館等の活動を一層充実させることをめざします。

２　大会テーマ 「ウェルビーイングの実現を支える地域コミュニティの拠点
としての公民館活動の在り方」
～これからの人づくり・つながりづくり・地域づくり～

３　主　　　催 福岡県公民館連合会、福岡県教育委員会

４　共　　　催 岡垣町教育委員会

５　後　　　援 福岡県、岡垣町、福岡県市長会、福岡県町村会、福岡県市町村教育委員会連絡
協議会、福岡県社会教育委員連絡協議会、福岡県視聴覚教育協会、福岡県ＰＴ
Ａ連合会、福岡県地域婦人会連絡協議会、福岡県子ども会育成連合会、福岡県
文化団体連合会、福岡県明るい選挙推進協議会、福岡県金融広報委員会

６　期　　　間 令和５年８月３日（木）

７　会　　　場 岡垣サンリーアイ　（ウエーブアリーナ）
〒８11－42３３　福岡県遠賀郡岡垣町野間1丁目2－1

※公民館（市民センター・コミュニティセンター等を含む。）
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８　参　加　者 約1,000名
公民館等職員、自治（町内）公民館等関係者、市民センター関係者、コミュ
ニティ施設関係者、公民館運営審議会委員、社会教育委員、学校教育関係
者、生涯学習・社会教育関係者、社会教育関係団体

９　日　　　程 12：15 ～� 受付

12：50 ～�13：25� 開会・記念式典

13：35 ～�14：10� 事例発表
� 「ウェルビーイングの実現を支える公民館活動の取組」
� NPO法人地域サポートわかさ �　　　　
� 那覇市若狭公民館　館長　宮城　潤　氏

14：10 ～�14：35� トークセッション

14：45 ～�15：55� 講演
� 「ウェルビーイングの実現をめざした
� 人づくり・つながりづくり・地域づくり」
� 関西学院大学建築学部教授 ��　　　　　
� studio-L代表　　　　�　　山崎　亮　氏

16：00� 閉会

福岡県公民館連合会
マスコットキャラクター

「コーミン」
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福岡県公民館連合会表彰

種別 番号 市町村名 氏　　名 所属 役職名 業　　　績

公
　
　
立
　
　
公
　
　
民
　
　
館

1

福岡市

井
いの

上
うえ

準
じゅん

之
の

助
すけ 東区

西
さい

戸
と

崎
ざき

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう
【大学や他機関との連携】地域や各種団体・学校
などと連携を図り、町を活性化させるためのコ
ラボ企画を行うなど、地域の特性を生かしなが
らその発展に貢献した。

2 志
し

賀
が

　 義
よし

法
のり 南区

大
おお

池
いけ

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう 【青少年教育】子どもたちの協調性や創造性、

チャレンジ精神を養う事業に力を入れ、子ども
たちの信頼を集め、その健全育成に貢献した。

３ 小
こ

森
もり

貴
き

一
いち

郎
ろう 城南区

別
べ

府
ふ

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう

【ICT の活用】コロナ禍の中、オンラインを活用
した講座等に早くから積極的に取り組み、最近
では福岡市内や他県の公民館とオンラインでつ
なぎ、様々な事業を展開し、情報交換を行うな
ど事業の拡大に貢献した。

4 水
みず

本
もと

　 久
ひさ

利
とし 西区

能
の

古
こ

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう
【青少年教育】能古にあるヒノキを使って小学６
年生とトーテムポールを作成するなど、学童の
課外活動の指導や緑化事業を推進し、地域の活
性化に貢献した。

５ 餅
もち

越
こし

貴
き み こ

美 子
東区

奈
な

多
た

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう
【多世代の連携】地域の郷土料理や伝統食などの
“食文化”の重要性や素晴らしさを伝えていくた
め「逸品料理講座」を開催するなど、多世代に
わたる伝統の継承に貢献した。

６ 神
かん

原
ばら

　 利
り か

佳
南区

西
にし

花
はな

畑
はた

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう

【多世代の連携】地域住民の交流促進や地域の活
性化を図る校区事業に積極的に関わり、子ども
から高齢者まで幅広い層の参加・交流に寄与し
ているほか、地域団体と連携し顔が見える関係
づくりに貢献した。

７ 岩
いわ

井
い

　 智
とも

子
こ 早良区

有
あり

田
た

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう

【多世代の連携】あまり活用されていなかった備
品のピアノをロビーに設置し、街角ピアノ風に
活用するなどの工夫も行い、子どもから高齢者
まで幅広い世代がつどい、交流できる場づくり
に貢献した。

８ 塩
しお

見
み

　 昭
あき

彦
ひこ 東区

千
ち

早
はや

西
にし

公
こう

民
みん

館
かん 主

しゅ

事
じ
【組織づくり・仕組みづくり】「千早西の地域力
アップ懇談会」に取り組み、アンケートや分析
などを行い、公民館の魅力アップを図り、ひい
ては同校区の円滑な運営などに貢献した。

９ 神
こうまつ

松 ひ ろ み
博多区

春
はる

住
ずみ

公
こう

民
みん

館
かん 主

しゅ

事
じ
【高齢者教育】高齢者地域参画支援講座、高齢者
サロンの実施など、高齢化に伴い減少している
サークル活動やふれあいの場づくりに力をいれ、
高齢者の参加促進に貢献した。

10 緒
お

方
がた

　 隆
りゅう

二
じ 博多区

美
み

野
の

島
しま

公
こう

民
みん

館
かん 主

しゅ

事
じ

【高齢者教育】一人暮らしの高齢者が増加傾向に
ある中、高齢者地域参画や地域の実態に即した
事業、社会の動向に対応した事業に力をいれる
とともに、SNS を利用した情報発信を行うなど
住民の繋がりづくりに貢献した。

祝

令和５年度福岡県公民館連合会表彰一覧（公民館役職員）
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種別 番号 市町村名 氏　　名 所属 役職名 業　　　績

公
　
　
立
　
　
公
　
　
民
　
　
館

11

福岡市

緒
お

方
がた

　 　 都
みやこ 南区

西
にし

長
なが

住
ずみ

公
こう

民
みん

館
かん 主

しゅ

事
じ

【人権教育】地域の各種団体や公民館サークルと
連携し、受講対象者別に人権学習講座を実施し
たり、高齢者地域参画支援講座の中に人権学習
の機会を積極的に取り入れたりするなど、人権
啓発活動の推進に貢献した。

12 太
おお

田
た

　 仁
ひと

美
み 早良区

原
はら

公
こう

民
みん

館
かん 主

しゅ

事
じ

【青少年教育】異年齢の小学生がともに活動する
ことで、協力しながら学ぶ場の提供と保護者を
含めた仲間づくりを支援するなど、地域ぐるみ
で子どもたちを育てていく意識の醸成や地域コ
ミュニティづくりに貢献した。

13 小
こ

山
やま

　 美
み

恵
え 早良区

百
もも

道
ち

浜
はま

公
こう

民
みん

館
かん 主

しゅ

事
じ

【高齢者教育】高齢者の健康づくりや交流の場づ
くりに力点を置いた講座を企画し、毎月定例的
に開催するなど、校区の衛生連合会、老人クラ
ブとも連携し、地域ぐるみで高齢者の健康と生
きがいづくりの推進に貢献した。

14 奥
おく

元
もと

貴
き

美
み

子
こ 西区

愛
あた

宕
ご

浜
はま

公
こう

民
みん

館
かん 主

しゅ

事
じ

【青少年教育】福岡女子高インターンシップ制度
の中で、公民館に高校生を受け入れるなど、若
い年齢層にも公民館を知ってもらおうと尽力し、
各種地域団体と連携した人権学習や子ども健全
育成に貢献した。

15 筑後市 川
かわ

邊
べ

　 真
ま

結
ゆ 筑後市

中
ちゅう

央
おう

公
こう

民
みん

館
かん 主

しゅ

事
じ
【男女共同参画】パソコンの技能を中心とした
「再就職・就業支援」や「仕事と家庭の両立支援」
のための講座を積極的に企画・運営するなど、女
性の自立支援に貢献した。

自
　
治
（
町
　
内
）
公
　
民
　
館

1

北九州市

田
た

中
なか

　 勝
かつ

利
とし 門司区

大
だい

里
り

東
ひがし

第
だい

二
に

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう
【多世代の連携】人権コンサートや盆踊り大会等、
子供から高齢者まで幅広い世代が交流・連携で
きる事業計画を立案、実施し多世代連携の促進
に貢献した。

2 森
もり

川
かわ

　 裕
ひろ

久
ひさ 門司区

大
だい

里
り

東
ひがし

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう

【多世代の連携】大人から子供まで幅広い世代の
地域住民が交流できる祭事の実施や、地域の子供
と大人が連携して地域の安全維持を図る子ども
見守り隊の発足、生活安全パトロールなど、多
世代の連携に貢献した。

３ 村
むら

上
かみ

ハ
は

ツ
つ

子
こ 小倉北区

下
しも

富
とみ

野
の

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう
【健康づくり】「健康ストレッチ」教室など、一
人暮らしの住民や高齢者が体を動かす機会を提
供することで、地域住民の健康維持や地域交流
の活性化に貢献した。

4 藤
ふじ

井
い

　 勝
かつ

弘
ひろ 小倉南区

沼
ぬま

区
く

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう

【団体育成・サークル活動】「沼楽」の練習場所
として、地域の歴史文化を保存し次の世代へ継
承する役割を担うとともに、老人会やクラブ活
動、自治会活動で地域住民が利用、参加しやす
い公民館の運営に貢献した。

５ 古
ふる

野
の

　 陽
よう

一
いち 若松区

畠
はたけ

田
だ

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう
【多世代の連携】公民館が主催する文化祭をはじ
め、スポーツや文化のクラブ活動、地域住民が
参加する健康ウォーキングの実施など、多世代
の連携促進に貢献した。

６ 速
はや

水
み

　 武
たけ

雄
お 若松区

第
だい

1
じゅう

７
なな

区
く

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう
【多世代の連携】レクリエーション活動や、まち
美化清掃、高塔山登山道清掃、廃品回収など、あ
らゆる年代の地域住民が参加できる活動を積極
的に行い、住みよいまちづくりに貢献した。

７ 藤
ふじ

津
つ

　 　 誠
まこと 八幡西区

笹
ささ

田
だ

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう
【公民館施設の管理・運営】公民館規約を現状に
沿った内容に改正、施設の利用方法及び利用料
金の厳格化、施設のＬＥＤ化や清掃等の環境整
備など、公民館施設の管理・運営に貢献した。

８ 小郡市 野
の

口
ぐち

　 晃
あき

裕
ひろ 小郡市

緑
みどり

区
く

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう
【青少年教育】北筑後教育事務所と連携して大学
生とのふれあい活動を実施、アンビシャス広場
と共同で子どもの居場所づくり事業を開催する
など多世代交流や青少年教育に貢献した。
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種別 番号 市町村名 氏　　名 所属 役職名 業　　　績

自 

治
（
町 

内
）
公 

民 

館

９

大川市

井
いの

上
うえ

　 一
かず

之
ゆき 大川市

北
きた

酒
さけ

見
み

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう

【多世代の連携】風浪神社の伝統行事の計画立案
から奉納まで中心となって取り組み、夏越祭、敬
老会、文化祭等子どもから高齢者までの大勢が
参加する行事を開催するなど、町内の親睦、融
和に貢献した。

10 古
こ

賀
が

　 　 勇
いさむ 大川市

浜
はま

口
ぐち

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう 【多世代の連携】町民の交流を図るための体育会

の実施、敬老会への子ども会の参加による世代
間の交流の推進など、多世代の連携に貢献した。

11 広川町 中
なか

村
むら

　 治
はる

生
お 広川町

清
せい

楽
らく

茶
ちゃ

屋
や

区
く

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう
【多世代の連携】獅子舞行事に向け、子供会、少
年団、老人クラブ、獅子舞保存会が一緒に行う
獅子舞の練習への支援を行うなど、多世代の連
携を図り、伝統行事の継続に貢献した。

類
　
似
　
施
　
設

1

朝倉市

都
と

合
ごう

　 和
かず

則
のり

朝倉市

久
く

喜
ぐ

宮
みや

地
ち

域
いき

コミュ
ニ テ ィ 協

きょう

議
ぎ

会
かい
事
じ む

務局
きょく

長
ちょう

【防災・防犯】被災した地域の復旧を推進すると
ともに、子どもや高齢者等住民が安心して暮ら
せる防災・防災体制の構築を進め、自主防災組
織を設立するなど住民の関心を高めて防災の町
づくりに貢献した。

2 緒
お

方
がた

ゆ う 子
こ
朝倉市

甘
あま

木
ぎ

地
ち

区
く

コ ミ ュ
ニ テ ィ 協

きょう

議
ぎ

会
かい
事
じ

務
む

局
きょく

次
じ

長
ちょう

【高齢者教育】地域コミュニティ主導での高齢者
学習会、研修会、講話と幅広い分野で企画し、高
齢者のニーズにあった学習の場を提供するなど、
高齢者の豊かな生き生きとした生きがいづくり
に貢献した。
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事例発表

「ウェルビーイングの実現を支える
公民館活動の取組」

1972年沖縄生まれ（復帰っ子）。2001年NPO法人前島アー
トセンター設立に参画、初代理事長（2011年解散）。

2006年からは那覇市若狭公民館勤務。運営体制移行により四
度の職名変更を経て現在は指定管理者として館長を務める。

文部科学省「第70回優良公民館表彰」で最優秀館に選ばれたほ
か、全国公民館連合会が主催する各コンクールにおいて、最高賞
7回を含む12回の上位入賞を果たす。2022年度「国際交流基金
地球市民賞」を受賞。

第10期・第11期文部科学省中央教育審議会生涯学習分科会臨
時委員を務めた。

プロフィール

NPO法人地域サポートわかさ�
理事兼事務局長
那覇市若狭公民館　館長

� 宮
みや

城
ぎ

  潤
じゅん

�氏
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19
72

年
　

沖
縄

県
那

覇
市

生
ま

れ
（

復
帰

っ
子

）
 

19
99

年
　

沖
縄

県
立

芸
術

大
学

大
学

院
（

彫
刻

専
修

）
修

了
 

20
01

年
　

N
PO

法
人

前
島

ア
ー

ト
セ

ン
タ

ー
立

ち
上

げ
、

 
   

   
 初

代
理

事
長

（
20

11
年

ま
で

活
動

）
 

20
06

年
　

非
常

勤
職

員
と

し
て

那
覇

市
若

狭
公

民
館

に
勤

務
 

20
07

年
　

非
常

勤
館

長
 

20
10

年
　

一
部

業
務

受
託

団
体

事
業

責
任

者
 

20
15

年
　

指
定

管
理

者
と

し
て

若
狭

公
民

館
館

長

　
  自

己
紹

介
　

   

若
狭

公
民

館
勤

務
18

年
目

。
社

会
教

育
指

導
員

、
非

常
勤

館
長

、
一

部
業

務
受

託
団

体
 

責
任

者
を

経
て

、
現

在
は

指
定

管
理

者
（

N
PO

法
人

地
域

サ
ポ

ー
ト

わ
か

さ
）

の
館

長
。

 
こ

の
間

、
若

狭
公

民
館

は
、

全
国

公
民

館
連

合
会

主
催

の
各

種
コ

ン
ク

ー
ル

に
お

い
て

、
 

最
優

秀
賞

6回
、

優
秀

賞
２

回
、

優
良

賞
１

回
、

金
賞

1回
、

銀
賞

２
回

受
賞

。
 

20
18

年
の

文
科

省
「

第
70

回
優

良
公

民
館

表
彰

」
に

お
い

て
、

全
国

１
万

４
千

あ
る

 
公

民
館

の
中

か
ら

最
優

秀
館

に
選

ば
れ

た
。

 
第

10
・

11
期

中
央

教
育

審
議

会
生

涯
学

習
分

科
会

臨
時

委
員

。

宮
城

　
潤

 
（

み
や

ぎ
 じ

ゅ
ん

）

那
覇
市
人
口
　
32
0,
31
9人

hっ
っ
っ
っ
jっ
っ
っ
y

若
狭

公
民

館
エ

リ
ア

 
人

口
：

約
５

万
４

千
人

 
世

帯
数

：
約

３
万

１
千

世
帯

 
中

学
校

：
２

校
 

小
学

校
：

６
校

若
狭

公
民

館

　
若

狭
公

民
館

エ
リ

ア
概

況
   

第
60
回
!
"
#
$
%
&
'
(

!!ウ
ェ

ル
ビ

ー
イ

ン
グ

の
実

現
を

支
え

る
   コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
拠

点
と

し
て

の
公

民
館

活
動

の
あ

り
方

 
　
～
こ
れ
か
ら
の
人
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
～

那
覇
市
若
狭
公
民
館
　
指
定
管
理
者

N
P
O
法
人
地
域
サ
ポ
ー
ト
わ
か
さ

館
長
　
宮
城
　
潤

那
覇

市
若

狭
公

民
館

   
19
92
年
度
　
那
覇
市
若
狭
公
民
館
開
館
（
直
営
）

20
04
年
度
　
非
常
勤
館
長
を
採
用
（
直
営
）

20
09
年
度
　
第
3回
全
国
公
民
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞

20
10
年
度
　
一
部
業
務
委
託
制
度
を
導
入
（
N
PO
地
域
サ
ポ
ー
ト
わ
か
さ
が
受
託
）

　
　
　
　
　
第
3回
全
国
公
民
館
報
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞

20
11
年
度
　
第
4回
全
国
公
民
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞

20
13
年
度
　
第
5回
全
国
公
民
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞

20
15
年
度
　
N
PO
地
域
サ
ポ
ー
ト
わ
か
さ
が
指
定
管
理
者
と
な
る

　
　
　
　
　
第
1回
全
国
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞

20
16
年
度
　
第
6回
全
国
公
民
館
報
コ
ン
ク
ー
ル
優
良
賞

20
17
年
度
　
第
2回
全
国
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞

　
　
　
　
　
第
70
回
優
良
公
民
館
表
彰
「
最
優
秀
館
」

20
18
年
度
　
第
7回
全
国
公
民
館
報
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞

　
　
　
　
　
第
9回
地
域
再
生
大
賞
優
秀
賞

20
19
年
度
　
第
3回
全
国
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞

　
　
　
　
　
社
会
教
育
法
制
定
70
周
年
記
念
事
業
記
念
講
演

20
20
年
度
　
第
8回
全
国
公
民
館
報
コ
ン
ク
ー
ル
銀
賞

20
21
年
度
　
第
4回
全
国
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
コ
ン
ク
ー
ル
金
賞

20
22
年
度
　
第
9回
全
国
公
民
館
報
コ
ン
ク
ー
ル
銀
賞

　
　
　
　
　
国
際
交
流
基
金
地
球
市
民
賞

日
本
一
８
回
！

運
営
体
制
移
行
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若

狭
公

民
館

エ
リ

ア
概

況
   

住
⺠
登
録
	

世
帯
数

⾃
治
会
加
⼊
	

世
帯
数

⾃
治
会
数
１
⾃
治
会
あ
た
り

平
均
加
⼊
世
帯
数

加
⼊
率
	

（
％
）

地
　
域

本
庁
地
区

52
,2
32

6,
86
5

46
14
9

13
.1
%

真
和
志
地
区

51
,6
91

5,
82
4

44
	

13
2

11
.3
%

⾸
⾥
地
区

24
,8
35

6,
81
4

39
17
5

27
.5
%

⼩
禄
地
区

27
,0
48

4,
96
9

21
	

22
4

17
.3
%

計
15
5,
80
6

24
,1
99

15
0

16
1

15
.5
%

本
庁
地
区
の
自
治
会
加
入
率
　
13
.1

%
（
令
和
3年
5月
現
在
）

　
若

狭
公

民
館

エ
リ

ア
概

況
   

＜
参

考
＞

 生
活

保
護

率
 

　
　

　
　

 全
国

　
1.

64
%

（
20

19
年

）
／

 沖
縄

　
2.

56
%

（
20

19
年

）
 

　
　

　
　

 子
ど

も
の

貧
困

率
 

　
　

　
　

 全
国

　
13

.5
%

（
20

18
年

）
／

 沖
縄

　
29

.9
%

（
20

14
年

）
　

若
狭

公
民

館
エ

リ
ア

の
生

活
保

護
率

　
6.
00

%
（

那
覇

市
　

3.
97

％
）

生
活
保
護
率
が
高
く
困
窮
世
帯
も
多
い

　
若

狭
公

民
館

エ
リ

ア
概

況
   

琉
球

王
朝

時
代

か
ら

海
の

玄
関

口
と

し
て

栄
え

、
戦

後
は

埋
め

立
て

に
よ

る
開

発
が

進
め

ら
れ

た
。

 
古

い
文

化
と

新
し

い
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
両

方
の

側
面

が
あ

る
。

　
若

狭
公

民
館

エ
リ

ア
概

況
   自
治
会
加
入
世
帯

未
加
入
世
帯

地
域
活
動
と
関
わ
り
の
な
い
人
が
ほ
と
ん
ど

B
C
D
E
F
G
(
H
I
J
K
<>
BA

8
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夜
間
働
く
女
性
が
多
い

那
覇

市
内

の
夜

間
保

育
園

の
 

ほ
と

ん
ど

が
こ

の
エ

リ
ア

に
集

中
 

母
子

世
帯

も
多

い

　
若

狭
公

民
館

エ
リ

ア
概

況
   

在
留
外
国
人
と

地
域
住
民
と
の
軋
轢

格
差
の
拡
大 地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

希
薄
化

独
居
高
齢
者
の

見
守
り

環
境
美
化

貧
困

地
域
の
担
い
手
不
足

孤
立

子
ど
も
の
居
場
所

感
染
症
予
防

差
別

防
災
・
防
犯

課
題
が
複
雑
化
・
深
刻
化
す
る
地
域
社
会

若
狭
公
民
館
エ
リ
ア
概
況

県
内
有
数
の
歓
楽
街

居
酒
屋
・
ス
ナ
ッ
ク
・
キ
ャ
バ
ク
ラ
・

ラ
ブ
ホ
テ
ル
・
ソ
ー
プ
ラ
ン
ド
な
ど
…

松
山
・
辻
・
前
島
な
ど
、
エ
リ
ア
内
に
県
内
有
数
の
歓
楽
街
を
有
し
て
い
る

急
増
す
る
外
国
人
労
働
者
・
留
学
生

■
外

国
人

増
加

率
は

、
全

国
15

位
 

　
（

市
町

村
自

治
体

別
／

令
和

2年
ま

で
の

過
去

5年
間

）
 

・
那

覇
市

在
住

外
国

人
数

 4
,7

40
 人

 

■
那

覇
市

内
で

最
も

多
い

外
国

人
は

ネ
パ

ー
ル

人
 　

  
・

沖
縄

在
住

ネ
パ

ー
ル

人
 2

,4
01

 人
 （

20
20

年
6月

現
在

）
　

  
・

そ
の

う
ち

の
６

割
強

が
留

学
生

 
・

若
狭

公
民

館
エ

リ
ア

内
に

日
本

語
学

校
お

よ
び

寮
が

あ
る

　
若

狭
公

民
館

エ
リ

ア
概

況
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地
域
課
題

魅
力

孤
立

貧
困

格
差

差
別

担
い 手

空
洞 化

楽
し い

仲
間

美
し い 非
日 常

学
び

感
動

必
要
課
題

要
求
課
題

地
域
住
民
が
主
体
的
・
継
続
的
に
取
り
組
む
た
め
に

公
民

館
の

理
念

 
1 

公
民

館
活

動
の

基
底

は
，

人
間

尊
重

の
精

神
に

あ
る

。
 

2 
公

民
館

活
動

の
核

心
は

，
国

民
の

生
涯

教
育

の
態

勢
を

確
立

す
る

に
あ

る
。

 
3 

公
民

館
活

動
の

究
極

の
ね

ら
い

は
，

住
民

の
自

治
能

力
の

向
上

に
あ

る
。

 

公
民
館
の
あ
る
べ
き
姿
と
今
日
的
指
標

（
19
67
年
7月
　
全
国
公
民
館
連
合
会
）

公
民

館
の

役
割

 
1 

集
会

と
活

用
（

つ
ど

う
）

 
2 

学
習

と
創

造
（

ま
な

ぶ
）

 
3 

総
合

と
調

整
（

む
す

ぶ
）

 

「
公

民
館

の
あ

る
べ

き
姿

と
今

日
的

指
標

」

課
題
解
決
に
は
特
効
薬
は
な
い
！

・
地

域
住

民
が
自
治
的
（
主
体
的
・
継
続
的
）
に
取
り
組
む

こ
と

が
重

要
 

・
一

人
ひ

と
り

の
“や
り
た
い
！
”に
寄
り
添
い
、
後
押
し

を
す

る

課
題

が
複

雑
化

・
深

刻
化

す
る

地
域

社
会

課
題
解
決
≒
価
値
創
造

11



若
狭
公
民
館
の
取
組
紹
介

リ
ッ

カ
！

ヤ
ー

ル
ー

キ
ャ

ラ
バ

ン
！

   
防
災
プ
ロ
グ
ラ
ム
×
お
も
ち
ゃ
の
交
換
会

阪
神
淡
路
大
震
災
10
周
年
に
生
ま
れ
た
「
イ
ザ
！
カ
エ
ル

キ
ャ
ラ
バ
ン
！
」
の
沖
縄
版
と
し
て
開
発
。
多
様
な
機

関
・
団
体
・
個
人
が
関
わ
り
な
が
ら
共
に
つ
く
り
あ
げ
る

地
域
特
性
（
海
沿
い
で
海
抜
が
低
い
）
を

踏
ま
え
、
防
災
講
座
を
実
施
す
る
が
、
特

定
の
人
し
か
参
加
せ
ず
広
が
ら
な
い

ま
な
ぶ

学
習
と
創
造

つ
ど
う

集
会
と
活
用

む
す
ぶ

総
合
と
調
整

住
民
の
自
治
能
力
の
向
上

（
人
間
尊
重
の
精
神
・
生
涯
教
育
の
態
勢
を
確
立
）

×
×

「
公
民
館
の
あ
る
べ
き
姿
と
今
日
的
指
標
」

　
シ

ン
グ

ル
マ

ザ
ー

向
け

子
育

て
講

座
   し

ん
ぐ

る
ま

ざ
あ

ず
・

ふ
ぉ

ー
ら

む
沖

縄
と

連
携

シ
ン

グ
ル

マ
ザ

ー
対

象
子

育
て

講
座

会
員

増
加

を
き

っ
か

け
に

当
事

者
に

 
よ

る
相

談
会

を
定

期
的

に
開

催

支
援

者
向

け
研

修
会

を
開

催

寡
婦

控
除

保
育

料
み

な
し

適
用

の
 

後
押

し
（

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

・
勉

強
会

）

寡
婦
控
除
保
育
料
み
な
し
適
用
実
現

キ
ャ

ラ
弁

作
り

DV
か

ら
身

を
守

る
護

身
術

寡
婦

控
除

に
関

す
る

勉
強

会
家

族
の

カ
タ

チ
と

人
権

に
つ

い
て

12
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パ
ー
ラ
ー
公
民
館

公
園
を
拠
点
に
展
開
す
る
移
動
式
屋
台
型
公
民
館

困
窮
世
帯
が
多
く
子
ど
も
の
居
場
所
の
不
在
な
ど

課
題
が
多
く
、
生
活
圏
に
公
民
館
が
な
い
地
域
か

ら
聞
こ
え
て
き
た
「
公
民
館
が
欲
し
い
」
と
い
う
声

建
物
で
は
な
く
「
つ
ど
う
・
ま
な
ぶ
・
む
す
ぶ
」

機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
で
、
『
公
民
館
』
と

名
乗
る
取
り
組
み

ネ
パ

ー
ル

・
ニ

ュ
ー

イ
ヤ

ー
パ

ー
テ

ィ
ー

   
ネ
パ
ー
ル
の
新
年
を
祝
う
交
流
イ
ベ
ン
ト

ビ
ク
ラ
ム
歴
の
正
月
（
西
暦
4月
）
に
合
わ
せ
て
新
年
パ
ー
テ
ィ
ー
を
実
施

留
学
生
と
地
域
住
民
が
企
画
・
運
営
に
関
わ
り
共
に
作
り
上
げ
る

在
住
外
国
人
と
地
域

住
民
と
の
軋
轢

な
は

防
災

キ
ャ

ン
プ

   
多
様
な
主
体
と
協
働
し
な
が
ら
、
季
節
ご
と
に
環
境
を
変
え
て
実
施

行
政
機
関
、
防
災
専
門
家
、
キ
ャ
ン
パ
ー
、
ペ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
障
害
当
事
者
、
子
育
て
支
援
等
と
協
働

　
パ

ー
ラ

ー
公

民
館

   
多
様
な
主
体
と
の
連
携
・
広
が
り

子
ど
も
食
堂

移
動
図
書
館
（
若
狭
図
書
館
）

パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
・
小
学
校
・
PT
A

13



コ
ロ

ナ
禍

で
の

 

協
働

パ
ー

ト
ナ

ー
の

取
り

組
み

コ
ロ

ナ
禍

に
お

け
る

地
域

防
災

調
査

検
証

   
災
害
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
お
き
な
わ

防
災
キ
ャ
ン
プ
中
心
メ
ン
バ
ー
が
一
般
社
団
法
人
災
害
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
お
き
な
わ
（
DM
PO
）
を
設
立

助
成
金
を
活
用
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
避
難
所
や
地
域
防
災
に
つ
い
て
の
調
査
検
証
事
業
を
行
っ
て
い
る

　
波

及
し

た
交

流
事

業
   

様
々
な
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
実
施

や
さ
し
い
日
本
語
カ
ル
タ
で
学
ぶ
防
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

地
域
の
お
祭
り
に
参
加
（
ネ
パ
ー
ル
芸
能
・
料
理
）

映
像
制
作
・
発
表
を
通
じ
て
交
流
（
ユ
ー
チ
ュ
ー
部
）

ネ
パ
ー
ル
の
家
庭
料
理
教
室

　
シ

ン
グ

ル
マ

ザ
ー

食
品

お
渡

し
会

   
し
ん
ぐ
る
ま
ざ
あ
ず
・
ふ
ぉ
ー
ら
む
沖
縄
　
　

若
狭
公
民
館
で
毎
月
「
お
し
ゃ
べ
り
会
」
を
設
け
て
い
る
「
し
ん
ぐ
る
ま
ざ
あ
ず
・
ふ
ぉ
ー
ら
む
沖
縄
」
は
、

非
正
規
雇
用
の
母
子
世
帯
向
け
食
糧
支
援
を
実
施
（
20
20
年
4月
26
日
）

14
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ネ

パ
ー

ル
留

学
生

食
糧

支
援

   
沖
縄
ネ
パ
ー
ル
友
好
協
会
　
　

沖
縄
ネ
パ
ー
ル
友
好
協
会
は
他
N
PO
と
連
携
し
、
ネ
パ
ー
ル
人
留
学
生
へ
の
食
糧
支
援
実
施
（
20
20
年
6月
4日
）

外
国
人
対
象
コ
ロ
ナ
セ
ミ
ナ
ー

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
関
す
る
情
報
や
行
政
等
の
対
応
、
素
朴
な
疑
問
な
ど
に
つ
い
て
や
さ
し
い
日
本
語
で
情
報
発
信

感
染
症
専
門
医
の
講
話
に
音
楽
ラ
イ
ブ
演
奏
も
交
え
、
楽
し
い
雰
囲
気
で
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
場
を
つ
く
っ
た

観
光
危
機
管
理
研
究
所

Yo
uT
ub
eラ
イ
ブ
配
信

　
パ

ー
ラ

ー
公

民
館

   
曙
小
学
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
　
　

パ
ー
ラ
ー
公
民
館
の
主
体
を
地
域
に
移
行
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
屋
外
で
の
交
流
拠
点
し
て
助
成
金
を
活
用
し
展
開

　
外

国
人

新
型

コ
ロ

ナ
対

応
・

防
犯

   

沖
縄
ネ
パ
ー
ル
友
好
協
会
か
ら
の
相
談
を
受
け
、
行
政
担
当
課
・
警
察
・
感
染
症
専
門
医
な
ど
と
の
情
報
交
換
会
を
実
施

そ
の
後
、
沖
縄
県
コ
ロ
ナ
対
策
本
部
と
の
連
携
に
つ
な
が
っ
た

沖
縄
ネ
パ
ー
ル
友
好
協
会
　
　

15



　
グ

ロ
ー

バ
ル

パ
ラ

ソ
ル

市
民

会
議

   
多

文
化

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

fu
ふ

！
沖

縄
　

 
（

外
国

人
×

地
域

住
民

×
市

議
会

議
員

）
　

　

文
化

や
慣

習
の

違
い

、
言

葉
の

壁
・

制
度

の
壁

な
ど

か
ら

困
り

ご
と

を
抱

え
て

い
る

外
国

人
が

多
く

い
る

な
か

、
 

人
権

が
尊

重
さ

れ
、

誰
も

が
心

豊
か

に
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
ま

ち
づ

く
り

（
多

文
化

共
生

社
会

の
実

現
）

を
進

め
る

た
め

に
課

題
や

疑
問

、
提

案
等

に
つ

い
て

語
り

合
う

場
を

創
出

。
そ

の
様

子
を

Yo
uT

ub
eに

て
ラ

イ
ブ

配
信

し
た

一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
で
困
り
ご
と
を
抱
え
た
シ
ン
グ
ル

マ
ザ
ー
や
在
住
外
国
人
の
状
況
を
従
来
型
の
地
縁

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
ネ

パ
ー

ル
献

血
者

協
会

1周
年

イ
ベ

ン
ト

   

ネ
パ

ー
ル

献
血

者
協

会
設

立
1周

年
＆

世
界

献
血

者
デ

ー
に

合
わ

せ
て

共
催

イ
ベ

ン
ト

を
開

催
 

寸
劇

な
ど

も
交

え
、

献
血

の
重

要
性

と
外

国
人

で
も

献
血

し
や

す
い

環
境

へ
の

提
言

を
発

信

ネ
パ
ー
ル
献
血
者
協
会
と
の
協
働

想
い
や
特
性
を
活
か
し
た
協
働
事
業
で
成
果

を
得

る
こ

と
が

で
き

た
協

働
パ

ー
ト

ナ
ー

は
、
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

さ
れ

、

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て
自
発
的
・
主
体
的
な
活
動

を
行

な
っ

た
。

公
民

館
は

、
そ

の
相

談
に

乗
り

後
方

支
援

に
努

め
た

。
 

こ
れ

が
「
自
治
を
育
む

」
こ

と
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

16
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つ
な

が
り

 →
 し

が
ら

み

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

と
は

、
利

害
を

と
も

に
す

る
共

同
体

 
価

値
観

が
近

く
均

質
性

の
高

い
 

→
 一

元
的

・
排

他
的

ア
イ

デ
ン

テ
ィ

テ
ィ

孤
立
し
が
ち
な
人
々

高
齢

者
見

守
り

環
境

美
化

交
通

安
全

子
ど

も
の

 
安

全
・

安
心

防
災

親
睦

事
業

介
護

予
防

防
犯

伝
統

芸
能

継
承

地
縁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

地
域

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

と
地

縁
組

織
自

治
会

加
入

率
 1

5%

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

と
は

、
利

害
を

と
も

に
す

る
共

同
体

 
価

値
観

が
近

く
均

質
性

の
高

い
 

→
 安
心
で
き
る
居
場
所

高
齢

者
見

守
り

環
境

美
化

交
通

安
全

子
ど

も
の

 
安

全
・

安
心

防
災

親
睦

事
業

介
護

予
防

防
犯

伝
統

芸
能

継
承

地
縁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

地
域

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

と
地

縁
組

織
自

治
会

加
入

率
 8

0%

17



孤
立
し
が
ち
な
人
々

自
治

会
加

入
率

 1
5%

高
齢

者
見

守
り

環
境

美
化

交
通

安
全

子
ど

も
の

 
安

全
・

安
心

防
災

親
睦

事
業

介
護

予
防

防
犯

伝
統

芸
能

継
承

地
縁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

地
域

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

と
地

縁
組

織

趣
味

興
味

・
関

心

行
き

つ
け

の
店

NP
O

サ
ー

ク
ル

マ
マ

友

問
題

意
識

ペ
ッ

ト

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
ひ
ら
く
・
つ
な
げ
る

孤
立
し
が
ち
な
人
々

自
治

会
加

入
率

 1
5%

高
齢

者
見

守
り

環
境

美
化

交
通

安
全

子
ど

も
の

 
安

全
・

安
心

防
災

親
睦

事
業

介
護

予
防

防
犯

伝
統

芸
能

継
承

地
縁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

地
域

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

と
地

縁
組

織

趣
味

興
味

・
関

心

行
き

つ
け

の
店

NP
O

地
域
の
中
に
あ
る
多
様
な
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

顕
在
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
広
げ
る
こ
と
で
、

地
域
全
体
が
ゆ
る
や
か
に
つ
な
が
る

18
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ダ

ン
ボ

ー
ル

部
   

顧
問
：
平
良
亜
弥

　
ポ

ス
ト

ポ
ス

ト
部

   

地
域
に
あ
る
廃
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
集
め
、
そ
れ
を
分
解
し
て
レ
タ
ー
セ
ッ
ト
や
ス
テ
ッ
カ
ー
、
ノ
ー
ト
な

ど
を
つ
く
る
。
「
海
の
生
物
の
命
を
守
る
」
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
若
狭
海
浜
公
園
の
海
岸
清
掃
を
行

う
地
球
ハ
ー
ト
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
展
開

顧
問
：
儀
間
朝
龍

　
ダ

ン
ボ

ー
ル

部
   

廃
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
分
解
し
て
新
し
い
も
の
を
つ
く
る

ホ
テ

ル
 ア

ン
テ

ル
ー

ム
 那

覇
と

の
連

携
展

開

地
域
に
あ
る
ホ
テ
ル
と
連
携
し
、
そ
こ
で
出
て
く
る
廃
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
活
用
し
て
グ
ッ
ズ
開
発
を
行
う
。

で
き
た
商
品
は
、
ホ
テ
ル
の
シ
ョ
ッ
プ
で
販
売
、
そ
の
売
り
上
げ
が
地
域
活
動
（
地
球
ハ
ー
ト
ク
ラ
ブ

の
取
り
組
み
）
支
援
に
つ
な
が
る
。

　
ダ

ン
ボ

ー
ル

部
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ポ

ス
ト

ポ
ス

ト
部

   

医
学
部
学
生
よ
り
浪
人
時
代
の

地
元
の
公
民
館
で
の
思
い
出
や

「
医
療
と
ア
ー
ト
」
に
つ
い
て

の
お
手
紙
を
い
た
だ
い
た

　
ポ

ス
ト

ポ
ス

ト
部

   

そ
の
後
、
部
員
と
し
て
参
加

①
若

狭
公

民
館

へ
②

ポ
ス

ト
に

投
函

③
手

紙
や

写
真

な
ど

④
部

員
が

話
し

合
い

返
事

の
内

容
を

考
え

る
（

対
面

と
オ

ン
ラ

イ
ン

）
⑤

返
事

を
掲

示
板

 
に

掲
示

オ
ン
ラ
イ
ン
不
要
で
対
面
に
な
ら
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
ポ

ス
ト

ポ
ス

ト
部

   

　
ポ

ス
ト

ポ
ス

ト
部

   
10

0年
前

の
ま

ち
ま

ー
い
（
10
0年
前
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
も
と
に
ま
ち
歩
き
）

20

第68回 福岡県公民館大会



グ
ル
ー
プ
ご
と
に
活
動
し
交
流

ユ
ー
チ
ュ
ー
部 休
日
を
自
主
活
動
日
に
あ
て
外
国
人
と
日
本
人
の
混
成
チ
ー
ム
で
撮
影

留
学
生
対
象
文
化
交
流
会
で
空
手
レ
ク
チ
ャ
ー

黒
帯
を
持
つ
ミ
ク
テ
ナ
メ
ン
バ
ー
を
紹
介

留
学
生
と
交
流
し
た
（
20
22
.1
0.
16
）

多
文
化
共
生
の
事
業
を
協
働
し
て
い
る
団
体
か
ら

留
学
生
対
象
の
空
手
体
験
に
つ
い
て
相
談

多
文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
fu
ふ
！
沖
縄

ミ
ク
テ
ナ
・
他

講
師
は
、
東
京
在
住
の
映
像
作
家
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
外
国
人
と
日
本
人
の

混
成
チ
ー
ム
で
映
像
制
作
を
行
う

顧
問

：
藤

井
 光

　
ユ

ー
チ

ュ
ー

部
   

在
留

外
国

人
の

生
活

者
目

線
で

の
地

域
映

像
制

作

福
祉
団
体
に
波
及

ユ
ー
チ
ュ
ー
部

多
文
化
共
生
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
事
例
発
表
を
し
た
際
、
参
加
し
て
い
た
福
祉
団
体
「
フ
ク
シ
カ
ケ
ル
」
の

メ
ン
バ
ー
が
強
い
関
心
を
示
し
、
他
の
メ
ン
バ
ー
も
引
き
連
れ
て
完
成
作
品
上
映
会
に
参
加
。
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ミ
ク
テ
ナ

の
代

表
は

…
  

小
学

生
の

頃
、

若
狭

公
民

館
で

「
土

曜
朝

塾
」

「
こ

ど
も

国
際

映
画

祭
（

KI
FF

O）
」

「
子

ど
も

エ
イ

サ
ー

」
に

参
加

し
て

い
た

子

親
の

離
婚

、
転

校
、

い
じ

め
、

不
登

校
を

経
験

。
地

域
に

支
え

ら
れ

た
と

い
う

思
い

か
ら

、
小

中
学

生
が

地
域

に
関

わ
る

場
を

作
る

当
初

は
、

現
在

住
ん

で
い

る
地

域
で

取
り

組
む

つ
も

り
だ

っ
た

が
「

う
み

そ
ら

上
映

会
」

で
同

級
生

と
出

会
い

、
若

狭
で

取
り

組
む

土
曜

朝
塾

こ
ど

も
国

際
映

画
祭

 in
 沖

縄
子

ど
も

エ
イ

サ
ー

う
み

そ
ら

上
映

会

「
学

び
と

活
動

の
循

環
」

 
×

 学
び

（
イ

ン
プ

ッ
ト

）
→

 活
動

（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

 
○

 実
際

生
活

に
即

し
た

取
組

を
行

う
中

で
の

学
び

 

意
図

す
る

学
び

／
意

図
し

な
い

学
び

 
意

図
し

な
い

学
び

に
対

し
て

も
意

識
的

で
あ

る
必

要

生
涯

学
習

の
拠

点
施

設
と

し
て

「
M

IX
＋

サ
ス

テ
ナ

ブ
ル
」

高
校
生
が
主
体
と
な
っ
て
、
小
中
学
生
が
地
域
と
つ
な
が
る
こ
と
の

で
き
る
居
場
所
づ
く
り
（
学
習
支
援
・
遊
び
）
に
取
り
組
ん
で
い
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
福
祉
に

関
心
の
あ
る
高
校
生
か
ら
相
談

高
校
生
に
よ
る

子
ど

も
の

居
場

所
 （

ミ
ク

テ
ナ

）

交
流
　
　
　
持
続
可
能
性

高
齢
者
の
ス
マ
ホ
教
室
に
て
、
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
。
個
別
対
応
が
可
能
に
な
り
、
場
も
和
や
か
に

シ
ニ
ア
対
象
「
ス
マ
ホ
レ
ッ
ス
ン
講
座
」
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パ
ー

ラ
ー

公
民

館
の

3年
間

（
PD

F）
 

那
覇

曙
地

区
を

拠
点

と
し

た
移

動
式

屋
台

型
公

民
館

「
パ

ー
ラ

ー
公

民
館

」
 

の
3年

間
を

振
り

返
り

、
留

意
し

た
点

な
ど

を
ま

と
め

た
も

の
 

ht
tp
s:
//
cs
-w
ak
as
a.
co
m
/p
df
/p
ar
lo
r2
01
7-
20
19
.p
df

企
画

づ
く

り
の

じ
ゃ

ば
ら

手
帳

 
地

域
課

題
の

把
握

か
ら

企
画

立
案

、
評

価
ま

で
の

思
考

の
流

れ
を

手
帳

に
書

き
込

む
こ

と
で

整
理

さ
れ

る
ロ

ジ
ッ

ク
モ

デ
ル

作
成

の
手

引
書

 
ht
tp
s:
//
cs
-w
ak
as
a.
co
m
/k
ou
m
in
ka
n/
sh
op
/

若
狭

公
民

館
の

取
組

情
報

ア
ー

ト
×

社
会

教
育

（
PD

F）
 

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

と
開

発
す

る
社

会
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
取

り
組

ん
だ

「
ア

ー
ト

な
部

活
動

」
の

実
践

と
成

果
や

課
題

な
ど

を
ま

と
め

た
も

の
 

ht
tp
s:
//
cs
-w
ak
as
a.
co
m
/p
ro
gr
am
/w
p-
co
nt
en
t/
up
lo
ad
s/
20
22
/0
2/
w
or
kb
oo
k2
02
2_
w
ak
as
a.
pd
f

ht
tp
s:
//
cs
-w
ak
as
a.
co
m
/p
ro
gr
am
/w
p-
co
nt
en
t/
up
lo
ad
s/
20
22
/0
2/
w
or
kb
oo
k2
02
2_
w
ak
as
a.
pd
f

ソ
フ

ト
（

学
習

プ
ロ

グ
ラ

ム
）

で
は

な
く

、
 

O
S（

主
体

的
な

活
動

が
起

こ
り

や
す

い
環

境
）

 
を

つ
く

る

生
涯

学
習

の
拠

点
施

設
と

し
て
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コーディネーター

トークセッション

山崎　亮氏　×　宮城　潤氏

◆◆◆ メ　モ ◆◆◆
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講　　演

「ウェルビーイングの実現をめざした
人づくり・つながりづくり・地域づくり」

関西学院大学建築学部教授
studio-L 代表

� 山
やま
崎
ざき
  亮

りょう
�氏

コミュニティデザイナー／社会福祉士
1973年愛知県生まれ。大阪府立大学大学院および東京大学大学院修
了。博士（工学）。建築・ランドスケープ設計事務所を経て、2005年
に studio-L を設立。
地域の課題を地域に住む人たちが解決するためのコミュニティデザイ
ンに携わる。
まちづくりのワークショップ、住民参加型の総合計画づくり、市民参
加型のパークマネジメントなどに関するプロジェクトを数多く手掛けて
いる。

プロフィール

『コミュニティデザインの源流（太田出版）』、『縮充する日本（PHP
新書）』、『地域ごはん日記（パイインターナショナル）』、『ケアするまち
のデザイン（医学書院）』

主な著書
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◆◆◆ メ　モ ◆◆◆
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大会 月日 開　催　地 大　　会　　主　　題 全体討議テーマ

第1回 昭和28年
1月 県社会教育会館

第2回 昭和29年
4月 八 幡 市

第３回
昭和29年
11月19日
～20日

筑紫郡二日市町
中 央 公 民 館

社教法５周年、青振法�1周年を記念し公民館・青年学
級の重要な諸問題を研究討議し、具体策を探り、既に
展開している生活自立運動の促進を期す

公民館の振興はいかにあるべき
か－社会教育の反省と将来

第4回
昭和30年
11月21日
～22日

大 牟 田 市
中 央 公 民 館

戦後10年間の公民館活動を反省し、困難な諸問題につ
いて徹底的に研究協議を行い、具体的振興策を樹立す
ると共に生活自立運動の推進を期す

赤字財政下の公民館をいかに振
興するか

第５回 昭和31年
10月25日 飯塚市中央公民館

公民館を社会教育機関として整備強化し、勤労青少年
教育の振興事業の効率化・総合化・大衆化をはかり、
新生活運動の促進を期す

公民館の現状はこのままでよい
か

第６回 昭和32年
10月19日 豊前市八屋中学校

地方財政の窮迫や町村合併のなかで、公民館の組織運
営を強化し、特に分館施設の整備と活動の活発化をは
かる

新生活運動の反省と今後の推進
方策について

第７回
昭和34年
11月21日
～22日

福岡市中央公民館
社教法施行10周年を記念し、公民館10年の歩みを顧み
新しい時代に即応する公民館のあり方と振興方策の研
究

公民館10年の歩みとこれからの
公民館

第８回
昭和35年
10月3日
～4日

大川市市民会館
公民館運営の科学化・技術化を促進し、地域の社会教
育センターにふさわしいものとするために設置基準に
則して、当面する問題の研究

地域の社会教育センターとして
の公民館の整備を計画的に推進
するためにはどうしたらよいか

第９回
昭和36年
6月3日
～4日

直 方 市 公 会 堂
地域社会の文化センターとして住民の実生活に即する
社会教育の総合的推進に寄与する公民館活動と経営の
あり方を求めて

地域の社会教育を総合的に推進
するためにはどうしたらよいか

第10回
昭和37年
5月13日
～14日

行橋市行橋小学校 楽しく学び、豊かな暮らしと文化をつくるために公民
館はどうしたらよいか

青少年が楽しく学び健やかに成
長するために公民館はどうした
らよいか

第11回
昭和38年
5月25日
～26日

北九州市戸畑区
文 化 ホ ー ル 住みよい地域社会に豊かな生活文化をつくろう

新しい地域社会の建設と生活文
化の向上発展に資するためには
公民館はいかにあるべきか

第12回
昭和39年
5月31日
～6月1日

福岡市市民会館 ひとりひとりの生活をよくし、豊かな市民性を育てる
ために公民館はどうしたらよいか

公民館への期待－とくに市民性
の向上を中心として－

第13回
昭和40年
5月23日
～24日

筑後市市民会館 変貌する社会における住民の社会教育活動を振興する
ための公民館の役割

地域住民の生活文化を高めるた
めに果たすべき公民館の役割は
何か

第14回
昭和41年
5月24日
～25日

田 川 市 体 育 館 住民の創造的生活の確立をめざす自主的な学習活動を
育てよう

住民の創造的生活の確立のため
に（分科会テーマ）

第15回
昭和42年
5月14日
～15日

豊前市市民会館 今日の生活をみつめ、明日の生活を築くための公民館
の役割とそのための施設設備の充実と配置のあり方

地方自治と住民の学習
（記念講演）

第16回
昭和43年
5月28日
～29日

北 九 州 市
八 幡 市 民 会 館 公民館の近代化と新しい活動の課題を求めて 社会生活の都市化と公民館の課

題（記念講演）

第17回
昭和44年
5月31日
～6月1日

太宰府町九州学園
福 岡 女 子 短 大

急激な社会構造の変化に対処し得る人間づくりと新し
い地域形成のための住民の教育機関としての公民館の
新しいあり方と役割

これからの新しい公民館のあり
方と役割（記念講演）

第18回
昭和45年
5月26日
～27日

久留米市市民会館 未来をひらくための学習と公民館のあり方を考えよう 公民館の理想と現実

第19回
昭和46年
5月25日
～26日

飯 塚 市
文 化 セ ン タ ー

住民の学習に応えられるための公民館の施設設備を充
実し、職員体制を整備し、市民社会を育てるための教
育をすすめよう

岐路にたつ70年代の選択
（記念講演）
公民館の理想と現実

福 岡 県 公 民 館 大 会 年 表
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大会 月日 開　催　地 大　　会　　主　　題 全体討議テーマ

第20回
昭和47年
7月6日
～7日

行橋市市民会館
住民の日常的学習要求に応じる公民館体制の確立と今
日的役割を考え、また新しい地域社会（コミュニティ）
形成のための公民館活動のあり方を考える

明日を創る公民館の新路線
（記念講演）

第21回 昭和48年
5月30日

福 岡 市 立 少 年
文化会館ホール 生活に根ざす公民館活動の創造と前進

生活に根ざす住民の教育要求に
こたえるための公民館の役割
（シンポジウム）

第22回 昭和49年�
6月6日

八 　 女 　 市
市 町 村 会 館 魅力ある公民館の創造と前進

実践発表
対面討議
全体討議

住民にとって公民館とは何か

第23回 昭和50年
6月1日 直 方 市 民 会 館 豊かな地域づくりをめざす公民館

の役割
シンポジウム
講　　演

コミュニティの形成と公民館
これからの公民館経営

第24回 昭和51年
6月3日 豊 前 市 民 会 館 住民の生活を高めるための公民館

事業のあり方を考える
パネル討議
講　　演

住民の求めに応ずる公民館事業
住民の生活を高めるための公民
館事業

第25回 昭和52年
9月22日

北九州市小倉南
市 民 セ ン タ ー

住民の学習要求に応えるための公
民館のあり方を考える

分科会（9）
講　　演 これからの社会教育

第26回 昭和53年
7月5日

太 宰 府 勤 労 者
体 育 セ ン タ ー

地域の住民の学習要求に応えるた
めの具体的な公民館のあり方を考
える

分科会（8）
講　　演 地域と社会教育

第27回 昭和54年�
7月3日

大 川 市
文 化 セ ン タ ー

多様化する地域住民の学習要求に
応えるための公民館のあり方を考
える

分科会（8）
講　　演 地域が育てる児童文化

第28回 昭和55年�
6月12日

中 間 体 育
文 化 セ ン タ ー

地域住民の実際生活に即した公民
館のあり方について

パネル討議
講　　演

地域住民の実際生活に即した公
民館の在り方について

第29回 昭和56年�
6月3日 行 橋 市 民 会 館 公民館が果たすべき今日的意義と

役割を考える
講　　演

シンポジウム（3）
青少年をとりまく諸問題に対処
する社会教育

第30回 昭和57年�
6月9日

北 九 州 市
小 倉 市 民 会 館

住民が主体となる公民館の在り方
を考える

講　　演
分科会（8）

住民が主体となる公民館の在り
方を考える

第31回 昭和58年�
8月9日

福岡県立福岡勤労
青 少 年 文 化
セ ン タ ー

「住民の実際生活に即した公民館
の役割と機能を考える」－今、公
民館は地域住民とともに何をしな
ければならないか－

講　　演
分科会（9）

「現代の青少年問題を考える」
－思いやりのある社会づくりの
ために－

第32回 昭和59年
6月22日 甘 木 文 化 会 館 生涯教育の視点に立った公民館経

営の在り方を考える

講　　演
パネル討議（3）
分科会（2）

ニューメディア時代を考える

第33回 昭和60年�
6月13日 飯塚文化センター 生涯教育推進の拠点になる公民館

のあり方を考える
講　　演
分科会（8） 生涯教育の推進と公民館の役割

第34回 昭和61年�
5月30日 豊 前 市 体 育 館 生涯学習を推進する公民館の役

割・機能を考える
講　　演
分科会（7） 生涯学習と放送

第35回 昭和62年
8月6日

北 九 州 市 立
小 倉 市 民 会 館

生涯学習を推進する公民館の役
割・機能を考える

講　　演
分科会（7）

「豊かな心を育てる地域社会の
役割」

第36回 昭和63年�
7月27日

福岡県立福岡勤労
青少年文化センター

生涯学習社会の形成をめざす公民
館のあり方を考える

講　　演
分科会（7）

「生涯学習社会における公民館
の役割」

第37回 平成2年�
11月21日 筑紫野市文化会館 生涯学習社会をめざす公民館のあ

り方を考える

講　　演
シンポジウム（1）
分科会（4）

「生涯学習社会における公民館
の役割」

第38回 平成3年
7月31日 直 方 市 民 会 館 生涯学習時代に対応する公民館活

動のあり方
講　　演
分科会（5）

地域に根ざした公民館活性化へ
の提言
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大会 月日 開　催　地 大　　会　　主　　題 全体討議テーマ

第39回 平成4年
7月30日

久 留 米 市
石橋文化センター

生涯学習時代に対応する公民館活
動のあり方

講　　演
分科会（5）

学校週５日制…公民館はどうす
る‼

第40回 平成5年
9月17日

大 牟 田 市
大牟田文化会館

生涯学習時代に対応する公民館活
動のあり方

講　　演
分科会（5） ボランタリズムの心

第41回 平成6年
7月29日

田 川 市
田川文化センター

住民とともに生涯学習社会を目指す
公民館の学習・交流活動のあり方

講　　演
分科会（5） 生涯学習における公民館の役割

第42回 平成7年
8月3日 行 橋 市 民 会 館 住民とともに生涯学習社会を目指す

公民館の学習・交流活動のあり方
講　　演
分科会（5）

公民館を元気に未来的にしよう
‼－“愛されるため”の魅力を
アップ…インテリジェント化－

第43回 平成8年
8月7日

北 九 州 市 立
小 倉 市 民 会 館

住民とともに生涯学習社会を目指す
公民館の学習・交流活動のあり方

講　　演
分科会（5）

生涯学習における公民館
－粋な生き方と学衆国づくり－

第44回 平成10年
8月20日

志 免 町 立
町 民 セ ン タ ー

生涯学習時代における公民館の主
体性と役割を考える

講　　演
分科会（5）

公民館のこれから
－社会教育を取り巻く環境の変
化に対応するために－

第45回 平成11年
7月30日

中 間 市
なかまハーモニーホール

生涯学習時代における公民館の主
体性と役割を考える

講　　演
分科会（5） 子どもと地域の教育力

第46回 平成12年
7月28日

久 留 米 市
石橋文化ホール

新しい時代への期待、公民館の新
たなあゆみを考える

講　　演
分科会（5）

新しい公民館活動のあり方～21
世紀の公民館像をめぐって～

第47回 平成13年
7月27日

筑 後 市
サザンクス筑後

21世紀の到来、地域とともに歩む
公民館活動の新たな戦略

講　　演
分科会（5）

家庭教育を支援する公民館活動
のあり方

第48回 平成14年
8月2日 飯塚市文化会館 完全学校週５日制スタート、公民

館の新たな役割を考える
講　　演
分科会（5）

社会教育の出番は、“今”
～完全学校週５日制に対応した
公民館活動のあり方～

第49回 平成15年
7月23日

苅 田 町 立
中 央 公 民 館

地域拠点としての公民館の新たな
役割を探る

講　　演
分科会（3）

メディアから見た地域拠点とし
ての公民館の役割

第50回 平成16年
8月31日

北 九 州 市
北九州芸術劇場

「地域拠点としての公民館、その
半世紀とこれからの展望」～未来
型公民館の在り方を探る～

講　　演
分科会（3）

「地域の学習拠点としての公民
館」～現状と将来～

第51回 平成18年
8月3日

宗 像 市
宗像ユリックス

少子高齢社会に対応した公民館の
在り方

講　　演
シンポジウム

地域へのメッセージ・会社の人
から社会の人へ少子高齢社会に
対応した公民館の在り方を探る

第52回 平成19年
8月8日

直 方 市
ユメニティのおがた

「公民館の家庭教育支援、今、何が
できるか」－子供の生活リズム向
上「早寝・早起き・朝ごはん」県
民運動－

講　　演
シンポジウム

家庭の教育力を高めるために、
社会教育の力を公民館の家庭教
育支援・今、何ができるか

第53回 平成20年
8月1日

朝 倉 市
サンライズ杷木

「学校・家庭・地域の連携を推進
する公民館の役割」

講　　演
シンポジウム

「社会全体の教育力向上」～学
校・家庭・地域の連携協力～
「学校・家庭・地域の連携を推
進する公民館の役割」

第54回 平成21年
8月1日

柳 川 市
柳 川 市 民 会 館

「教育力向上福岡県民運動の推進
と公民館」

講　　演
シンポジウム

「体験活動を通した青少年の自
立とこれからの社会教育」
「教育力向上福岡県民運動の推
進と公民館」

第55回 平成22年
8月4日

田 川 市
田川文化センター

「活力ある地域を創造する公民館
活動のあり方」

講　　演
シンポジウム

「地域づくり・まちづくりと公
民館の現代的役割」
「活力ある地域を創造する公民
館活動のあり方」

第56回 平成23年
8月4日

行 橋 市
行橋市民体育館 「新しい公共」とこれからの公民館 講　　演

シンポジウム

「『新しい公共』とこれからの公
民館」
「これからの公民館運営と役割」

第57回 平成24年
8月2日

北 九 州 市
八 幡 市 民 会 館

「絆づくりと活力あるコミュニティ
の形成」に向けて

講　　演
インタビュー・
ダイアローグ

「地域の絆を深め、活力あるコ
ミュニティを創造する公民館の
役割」
「元気の出るまちづくり」
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第58回
平成25年
8月29日
～30日

福岡国際会議場
福岡サンパレス
福 岡 市 民 会 館

「活力と魅力あるコミュニティづ
くりをめざして」～自立・協働・
創造の実現は公民館から～

分科会（7）
記念講演

※�第64回九州地区公民館研究大
会（福岡大会を兼ねる）

第59回 平成26年
7月31日

春 日 市
クローバープラザ

「地域の課題解決や活性化に向け
た公民館活動のあり方」

講　　演
インタビュー・
ダイアローグ

「地域の活性化に向けた公民館
の役割」

第60回 平成27年
8月4日

岡 垣 町
岡垣サンリーアイ

「地域に活力を生み出す公民館の
役割」

講演
シンポジウム 「活力を生み出す公民館」

第61回 平成28年
8月10日

久 留 米 市
久留米シティプラザ 「ひとを育て、まちを育む公民館力」

講　　演
インタビュー・
ダイアローグ

「地域の課題解決に向けて、『公
民館』はどうあるべきか？」

第62回 平成29年
8月10日

筑 後 市
サ ザンクス筑 後

「公民館が核となった人づくり・ま
ちづくりの可能性を求めて」

講　　演
インタビュー・
ダイアローグ

「持続可能な地域づくり・人づ
くりに向けた公民館の可能性
は？」

第63回 平成30年
8月10日

飯 塚 市
イイヅカコスモスコモン

「持続可能な地域に向けて　公民
館が進む道」～この時代だからこ
そ必要とされる地域の拠点である
ために～

講　　演
インタビュー・
ダイアローグ

「地域を元気にする公民館の仕
掛け」
「地域を元気にし、住民から必
要とされる公民館」

第64回 令和元年
7月26日

苅 田 町
中 央 公 民 館

「持続可能な地域づくりに向けて
公民館が進む道」～地域住民を巻
き込む一体的な取組を創造する公
民館活動～

講　　演
パネル

ディスカッション

「魅力ある地域づくりを担う公
民館の役割を創造する」
「持続可能をめざした地域づく
りに向かう公民館活動の在り
方」

第65回

令和2年
10月5日
～

10月30日

ＷＥＢ動画配信

「持続可能な地域づくりに向けて　
公民館が進む道」～「多世代の関
わり」や「学校や各種団体との連
携・協働」などをどう具現化して
いくか～

パネル
ディスカッション
座談会

「多世代の関わり」や「学校や
各種団体との連携・協働」など
をどう具現化していくか

第66回

令和3年
11月8日
～

11月26日

ＷＥＢ動画配信
「持続可能な地域づくりに向けた
公民館活動の在り方」今こそ、地
域を結ぶ新しい時代の公民館～温
故知新～

分科会（8）
記念講演

※第72回九州地区公民館研究大会
　（福岡大会を兼ねる）

第67回 令和4年
8月24日

糸 島 市
九州大学椎木講堂

「持続可能な地域づくりに向けて
　公民館に求められるもの」
～「つどう」「つながる」公民館
活動～

講　　演
パネル

ディスカッション

「持続可能な地域づくりに向け
て、公民館に求められるものと
は」
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　いつも福岡県公民館連合会のホームページをご利用いただき、誠にありがとうございます。
　令和２年11月から、ホームページを全面リニューアルいたしました。今回のリニューアルでは、より分かりやすく使いやすいホームページを
目指して、デザインやページの構成を見直しました。また、スマートフォンやタブレットでの表示にも対応し、幅広いデバイスから見やすい
ように改善いたしました。
　これまで以上に有益な情報をお伝えできるホームページとなるよう努めてまいりますので、今後ともよろしくお願い申し上げます。

・スマートフォンの画面
にも対応しました。

・シンプルなカテゴリー
ですっきりと

福岡県公民館連合会

ホームページをリニューアルしました

より見やすく！
Point ①

・豊富な実践事例の中
からほしい情報を検索
できるようになりま
した。

より調べやすく ！
Point ③

・知りたい情報へダイレ
クトに

よりわかりやすく ！
Point ②

知る 読む
調べる参加す

る

新しくなったホームページを
ぜひご覧ください！




